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　「男は仕事、女は家庭」という言葉があります。このように男性であるか女性であるかによって役割を�
固定する性別役割分担は、長い歴史の中で作られてきました。しかし、「女だから」「男だから」という�
理由だけで、自分のしたいことができなかったり、特定の仕事や役割が押しつけられるとしたら…。�
　また、ジェンダーが男女差別の原因にもつながっています。大切なことは、性別でなく個性です。対等�
なパートナーとして女性と男性、お互いに向き合ってコミュニケーションをとることから始めましょう。�

特集�
家庭における

ジェンダー

ジェンダーについて考えるために�

ジェンダーをみつけてね！�



どうしていますか？　家事、子育て、介護�

◆ H.Nさん（女性・ヘルパー・48歳）�

男女の声�男女の声�
ひ　 と�

◆ M.Tさん（男性・会社員・59歳）�

◆ O.Kさん（女性・保育士・50歳）�

◆ K.Iさん（女性・公務員・49歳）�

◆ Aさん（女性・専業主婦・35歳）�

◆ K.Yさん（男性・学生・23歳）�

◆ T.Hさん（男性・教師・47歳）�

◆ K.Sさん（男性・自営業・60代前半）�
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編集後記�

　『いーぶん』第３号をお届けします。発行にあたりご協力

いただいた皆様方に厚くお礼申し上げます。

　私たちが目指す男女共同参画社会とは“男女がともに生き

生きと暮らせる社会”です。これまでの「女だから」とか

「男だから」という枠にとらわれずに、自分のこと、家族の

こと、社会のことを考えてみましょう。男女共同参画社会の

実現は、一人ひとりの実践がその鍵を握っています。

岡西よし子、滝　琴路、山内登世江

横井秀子、吉田和江

ごご意意見見、、ごご感感想想
待待っってていいまますす！！

編集協力者�
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「いーぶん」は再生紙を使用しています

ジェンダーをみつけてね！�～解答編～�

A なぜ、お母さんだけが家事をして�
　 いるの？�
　家事は家族みんなに関わることです。�

また、生活的自立を果たすための基本�

でもあります。料理などの家事をお母�

さんだけに任せてしまわないで、男性�

も子どもも積極的に関わっていきま�

しょう。�

D なぜ、女の子は男の子に『男のくせに�
　 泣いてはだめヨ』といったの？�
　この言葉は「男の子は強く、たくましく」�

という意識から出てくるのではないでしょう�

か。周囲から「男らしさ」「女らしさ」をい�

われ続けると自分でも気づかないうちに性格�

や行動が決められてしまいます。ジェンダー�

によって可能性が狭められないようにするた�

めに、ジェンダーに敏感になりましょう。�

�

C なぜ、赤ちゃんが泣いているのにお父�
　 さんは新聞を読んでいるの？�
　育児は女性の役割であると決めつけてい�

ないでしょうか。男性も女性も共に育児に�

参画するべきです。近年、育児に悩み、苦�

しんでいる母親が増えています。その原因�

のひとつに育児に理解がない夫の存在が挙�

げられています。�

　育児はお母さんだけが責任を持つもので�

はありません、お父さんにもっと積極的な�

子育てが望まれます。�

　家のお手伝いは、何も女の子に限ったことではありま�

せん。『女の子なんだから…』という言葉がついているの�

は「男の子はお手伝いをしなくてもよいが、女の子はお�

手伝いをするのがあたりまえ」という意識があるからで�

はないでしょうか。家事のトレーニングは男の子にも女�

の子にも大切です。子どもを性による区別をしないで、�

男女どちらに対しても能力や個性をのばす機会を同等に�

与えましょう。�

�

B なぜ、お母さんは女の子に『女の子なんだから、�
 　お手伝いをしなさい』と言ったの？�


